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佐瀬一男教授のご退職に寄せて
学　は　光
尹　　 龍 　澤
はじめに
　創価大学通信教育部の開学の当初から、通信教育部において多くの通教生の教
育・指導に当たってこられるとともに、行政教育センター長として公務員志望の通
学生の指導にも当たられた佐瀬一男先生が本年3月、ご退職された。先日挙行され
た第43回卒業式の席上、創価大学として、名誉教授の称号を授与し、教職員と学生
の盛大な拍手でもって佐瀬先生の本学への多大なご貢献を称えた。
　佐瀬先生の名誉教授のご就任は大変喜ばしいことであるが、30年余もの間、教員
として創価大学で共に働き、公私ともに本当にお世話になった佐瀬先生のご退職で
あり、如何にしてもその寂しさを禁ずることはできない。そこで、これまでの感謝
の思いを込めて、異例ではあるが、少し紙面を多くいただいて、私の思いを伝えさ
せていただくことにしたい。
　佐瀬先生は、ご自身が、働きながら高校・大学の通信教育部において学ばれたご
経験があり、苦学の末に本学の教員になられただけに、誰よりも通教生の気持ちの
分かる、通信教育部の教員に最適任の人であった。
　実は、私自身も通信教育部で10年ほど佐瀬先生とご一緒させていただいたが、先
生の研究室からは常に楽しそうな学生たちの語らいが聞こえた。特に夏期と秋期の
スクーリングの期間中は、まさに老若男女が出入りしてまるでサロンのようであ
った。
　佐瀬先生の通教生を引き付ける大きな魅力は、様々な苦労を味わいながらも、艱
難辛苦を一つ一つ乗り越えて、人間勝利の大ドラマを築いてきた青少年時代の経験
が醸し出したものである。佐瀬先生の大ドラマは、創立者池田大作先生の『新・人
間革命』第23巻「学光の章」で「佐江一志」として描かれ、多くの人の知るところ
となっているが、今、ご退職に際して佐瀬先生のあの慈愛に満ちた笑顔を思い出す
とき、やはり、そのご経歴から語るべきであろう。
ご経歴
　佐瀬先生は、1943年、東京の両国でお生まれになった。ご家庭の事情は複雑で、
佐瀬先生は生まれてから現在に至るまでご自身の父親の顔も名前も全く知らず、父
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親の異なる妹2人と母親の4人で生活をしていた。母親は、女手一つで3人の子供
を育てる生活であるから、当然に生活は大変に厳しく、毎日、寝る間もないほど働
き詰めであったという。
　しかし、当時の多感な佐瀬少年は、母親の苦労を顧みることもなく、反発だけを
繰り返していた。特に中学生になってからは、複雑な家庭の事情を詳細に知るにつ
け、かえって「我が家が貧しいのは、すべて母親の責任だ」と母親を憎むようにな
った。中学卒業後は、働きもせず、ただ町をぶらついては、ときに警察に補導され
ることもあった。警察に補導されては、母親を身元引受人として呼びつけ、警察に
謝らせることで憂さを晴らしていたというから、当時の心の闇の深さは想像を絶す
るものがある。佐瀬先生には、本学の法科大学院で「少年法」をご担当いただいて
いたが、教壇で「少年法」を講義される姿からはまったく想像もできない青少年期
であった。しかしながら、このようなご経験があるからこそ、非行少年の更生に関
する研究に心血を注がれ、誰よりも当事者の少年の心を理解しようとする現在のお
姿があるのではないかと推察される。
　さて、青少年期は母親を大変困らせていた佐瀬先生であるが、母親の粘り強い、
一途な気持ちによってその心境に変化が生じる。それは、ちょうど本学の創立者の
池田大作先生が創価大学の設立構想を発表した頃であった。当時、佐瀬少年は母親
に冗談半分に尋ねた。「中学しか出ていない俺が、今から勉強したら創価大学の教
授になれるかな」と。もちろん内心では「なれるわけがない」と思っていたが、母
親をほんの少し困らせてやろうという軽い気持ちで、そのように尋ねたのである。
しかし、予想に反して、母親はまっすぐに息子を見つめて、「あなたならなれる。
今から勉強しなさい」と応えた。その真剣な瞳に母親の真摯な思いを見た佐瀬少年
は、それまでのただ目的もなくブラブラと遊び回るだけの生活から足を洗い、理容
学校に行くことを決意した。
　理容学校に通い、資格を取得して理容師として働くようになった後も、母親と交
わした「創価大学の教員になるために勉強をする」との約束のままに、朝から晩ま
で理容師の仕事をしながらも、通信教育で高校に進学、さらに定時制高校に転入し
て、学問を続けていった。仕事をしながらの高校での勉強は思った以上に大変であ
り、何度も高校を辞めようと思ったそうである。事実、高校を卒業したときには、
すでに23歳になっていた。
　高校卒業後は、中央大学の通信教育部に入学。理容師として家族の生活を一人で
支えながら、通信教育で法律を学んだ。大学での通信教育を開始して2年目、佐瀬
青年はとある会合にて、池田先生とお会いした。その会合の席上、池田先生に「私
は現在、理容師として働きながら、大学の通信教育で法学の勉強をしています。将
来、創価大学で教鞭をとりたいと考えています」との決意を述べた。すると、その
決意に対し、池田先生は、「君はその大変さがわかりますか。本当に創価大学の教
授になりたいと思っていますか」と、厳しい表情で問い返された。佐瀬青年はハッ
とした。これまで、働きながら勉強を続けてきてはいたが、何度となく押し寄せて
いた、「もう勉強をするのはやめて、このまま理容師を続けていけばいいのではな
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いか」という諦めと甘えの気持ちを見透かされたような気がした。そこで、「大変
さはわかります。必ずなります」と、勇気を振り絞って再び決意を述べた。しか
し、池田先生は、「君はまだわかっていない」と厳しく応えられた。それでもなお、
「必ずなります」と決意を述べ、池田先生からは、「まだわかっていない」との厳し
い応え。
　このようなやり取りが数回続いた後、佐瀬青年が「必ずなります」と強く返答し
たとき、池田先生は微笑みながらこういわれた。「やっとわかったようだね」と。
さらに、池田先生は「記念に君に揮毫してあげよう」とその場で色紙に「勇気」と
したためられ、佐瀬青年に贈られた。
　当時を振り返って、佐瀬先生は、「思えばこのときに、必ず創価大学の教員にな
るという決意を堅固なものにすることができたのではないか」と語っている。今
も、この「勇気」の色紙を見るたびに、当時の決意がありありとよみがえってくる
という。これが、創価大学の教員として奮闘されつづけた佐瀬先生の半生の原点と
もいうべき、池田先生との出会いである。
決意を新たに大学院進学
　この出会いから、佐瀬青年はまさに必死になって仕事と学業の両立に挑戦した。
大学3年次には大学の通信教育部から2部に転籍をし、通学生として勉強に取り組
んだ。しかし、平日も土日も理容師として働き続けていたために、なかなか大学の
授業に出席できなかった。唯一、理容室が定休日となる月曜日だけは、丸一日授業
に参加できた。偶然にも、刑法の授業が月曜日にあったことから、学友たちと同じ
条件で学べる刑法だけでも一番になろうと夢中になって勉強を続けた。このことも
あって、その後、刑法の研究者を目指して、中央大学から駒沢大学に移った指導教
授を慕って駒沢大学大学院へと進学されることになるのである。
　大学院では、多くの教員から温かく歓迎していただいた。ある教員は、「理容師
の仕事が忙しいだろうから、わざわざ大学に来なくてもいいよ」と、理容室の近く
のビルの一室を借りて一対一で教えてくれ、また、ある教員は、働く佐瀬青年を労
うために何度か自宅に招待して食事をごちそうしてくれたという。佐瀬先生が、よ
く自宅や大学で通信教育部の学生や通学部の学生に食事をごちそうしたり、学問の
こと以外でも親身になって相談にのっておられたのは、院生時代に自身が多くの教
員に優しくしてもらった感謝の気持ちからであるという。「教師こそ最大の教育環
境なり」とは、池田先生から何度も教わった大事なご指導であるが、佐瀬先生は、
まさにその教えを地道に実践し続けてこられたのである。
創価大学の教員に
　そして、佐瀬青年は、理容師として働きながら大学院の修士課程、博士課程を経
て、昭和51年、創価大学通信教育部の開設と同時に、本学通信教育部の教員として
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赴任されることとなる。赴任した年の入学式のおり、当時の法学部長が、新任教員
として佐瀬青年を池田先生に紹介すると、池田先生は「あなたをじっと見ていまし
たよ。よくやりました。大勢いるからわからないと思うでしょうが、じっと見てい
ましたよ」と言って、佐瀬先生の手をとって、固い握手をして下さったそうであ
る。池田先生の前で誓った「創価大学の教員になる」という願いが叶った瞬間であ
った。
通教への想いと少年院訪問
　その後は、創価大学通信教育部に所属しながら、通信教育部はもちろんのこと、
学部や法科大学院の授業もご担当されることになった。ご専門は刑法であったが、
教鞭をとられるにつれ、また、世間における非行少年厳罰化の風潮を見るにつれ、
研究者としてのライフワークを少年法、少年犯罪と定めて、全国の少年院を回りな
がら非行少年と語り合い、少年法の研究を進めていかれた。
　平成13年には、アリゾナ大学の客員教授として渡米中にアリゾナ州、ペンシルバ
ニア州の少年院を訪問し、アメリカの非行少年達とも懇談を行った。
　現場を自分の目で直接見てまわるという実証的な分析方法と、ご自身の少年時代
の経験に由来する少年の可塑性を徹して信じ切る少年への愛情とで組み立てられた
佐瀬先生の少年法理論は、日本の学界で注目されるようになり、平成9年の神戸連
続児童殺傷事件や平成15年の長崎男児誘拐殺害事件の際には、全国の少年院を実際
に見て回っている研究者として多くのマスコミから取材を受けて、少年法をめぐる
問題点などについてコメントされるなど、幅広くご活躍されることになった。
　また、学部や法科大学院では、少年法の科目を受講している学生と一緒に少年院
を訪問・見学するなど、生きた法律を学ぶ機会を、学生にたくさん提供していただ
いた。時には、ご自身の実体験を通して、非行少年の心境や更生への過程を語り、
多くの学生に法律を学ぶ意味だけでなく、人生の生き方についても考えさせるもの
であった。事実、佐瀬先生の講義を聞いた学生の中から、少年法に特化した弁護士
や法務教官など、多くの人材が育っていったのである。
　平成13年、池田先生が本部棟4階の通信教育部事務局を訪れたことがあったが、
偶然その場に居合わせた佐瀬先生に、池田先生は「やあ、お久しぶりです。もう、
学長・理事長になっているかと思いましたよ」とユーモアを交えて語られ、ご家族
のことを尋ねられたと伺った。佐瀬先生のご活躍と本学への貢献については、誰よ
りも池田先生がよくご存じであられるのかもしれない。
佐瀬先生との思い出
　私は、幸いにも、法学部に配置替えになるまで、通教の助手、講師、助教授と10
年もの間、通信教育部で佐瀬先生とご一緒させていただいた。その当時の私は、青
年特有の青臭い潔癖症のゆえか生来の幅のなさに由来するのか、多分、その両方な
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のであろうが、些細なことであっても、納得のいかない出来事があるとすぐに腹を
立てる気の短い人間であった。実は、そのような私の愚痴と怒りをいつもニコニコ
と聞いてくださったのが、佐瀬先生であった。
　こんなこともあった。当時、通信教育部は、大学内で唯一、研究を発表する独自
の紀要がなかった。あるとき、書き上げた原稿を掲載してもらうために、その許否
を某部署の紀要編集委員に尋ねたところ、返ってきた答えは、私の感情を害するに
十分なものであった。頭に血が上った私は、いつものように、佐瀬先生の研究室に
行き、怒りをぶつけはじめた。しかし、大人の対応でいなす佐瀬先生の術中にまん
まと嵌って私の怒りも徐々に静まっていくと、いつの間にか、それでは外部の出版
社から私たちで本を出そうという話へと発展していった。その結果、1993年3月、
佐瀬先生と私の共編著という形で、有信堂高文社から『人権はだれのものか』とい
う本を出版することになったのである。この本は、全国学校図書館協議会選定図書
にも選ばれ、予想以上の反響があった。これに気を良くして、結局、通教時代の10
年間に、佐瀬先生と一緒に出版した本は、何と8冊にもなる。佐瀬先生に愚痴を聞
いてもらっているうちに、知らず知らず、新しい意欲と発想が湧いてきて、それが
私の口から面白い企画として漏れ出ると、佐瀬先生がすぐに、その広い人脈で私の
発想に会う出版社を探して来てくれるという、今思えば、不思議な関係であった。
　私生活においても、何歳になっても夢物語のようなことをいっては独身でいる私
のために、時には素晴らしい女性を紹介してくれもした。もっとも、結局は、他の
人の紹介で今の妻と結婚したのであるが、実は、私の結婚が決まったときに、佐瀬
先生から、「君がもう少し若ければ自分の娘の一人が君と結婚しても、父親として
我慢できそうだ」との言葉をいただいた。私という存在を無条件で認めてくれた最
大の励ましの言葉であり、これまでの人生で最もうれしい言葉の一つとして、生涯
忘れることのできないものである。
結びに
　私が法学部に移り、また法科大学院に移ったのちも、時折、佐瀬先生の研究室に
お邪魔しては、以前と同じように、コーヒーとお菓子をいただきながら、様々な愚
痴を聞いてもらうという関係は続いていた。しかしここ数年は、私が柄にもなく行
政職を引き受けることになり、その多忙のゆえに研究室を訪ねる時間もなく、それ
どころか、いつの間にか、私自身が他の人の不満と愚痴の原因を作る年齢になった
こともあって、ゆっくりとお話しする時間がないまま、佐瀬先生の定年退職を迎え
ることになってしまった。私にとっては、今も、佐瀬先生のご退職を十分に受け入
れる心の準備ができていないだけに、その寂しさは、筆舌に尽くしがたいほど大
きい。
　しかし、先生の御長女の佐瀬恵子さんが、2年前に刑事法担当の専任講師として
法学部に採用され、昨年からは、法科大学院で教鞭を執られている。佐瀬先生の最
愛の御息女が、本学の刑事法の研究者として、同じ道をしっかりと歩まれて、佐瀬
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先生がそうであったように、学生たちの可能性をどこまでも信じて、全力で教育と
研究にあたっておられることは、私たち後輩の教員に残された何よりの励ましで
ある。
　佐瀬先生のお人柄を思えば、ご退職後も、様々な人からの頼まれごとを快く引き
受けられて、ますます御多忙になることと思われる。そして、佐瀬先生が最も愛さ
れた通信教育部の教え子たちとの楽しそうな声が、これまで以上に先生のご自宅か
ら聞こえることは間違いないであろう。
